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の意義である」（DD 114, note 15）。これはおそらくレヴィナス哲学の課題の
核心を端的に表現した言明であろう。そしてレヴィナスはその「超越の意義を




























































































































































における超越であり（AE 107, AE 108, DD 33），またこの超越は贈与である




















































































































































































































対的に他なるものとは〈他者 Autrui〉」であり（DD 32, cf. DD 33, TI 9），あ
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ら成し遂げられる」（Edmund Husserl, Husserliana, Band 1, SS. 83～84）。
蘯 レヴィナスと現象学の関係をめぐって，この言明の持つ重要性を明らかにしたの
はディディエ・フランクである。Cf. Didier Franck, Dramatique des phénomè-






盻 セバもこの点を強調している。Cf. François-David Sebbah, Lévinas, Les belles






眄 Martin Heidegger, Die Grundprobleme der Phänomenologie, Gesamtausgabe
















の内での〈自己に抗して le contre soi〉である」
















眦 Nietzsche, Nachgelassene Fragmente, November 1882−Februar 1883, 5
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